



















































































































加えたいトラクタがある、今までの 2輪から l輸にした、モノホイールトラクタ〈関 2)であ
る。大企業が発表した斬新なデザインで、丁度、オートバイの l輪車である。車鞠総霊tlI90kg、
2.5PSの4サイクノレエンジン、燃料はガソリン、灯油が使用できる。エンジンからの動力伝達
はVベルトの遠心クラッチで、ウオームギヤ減速の4段変速である。作業の種類も盛沢山に用
意されていた。しかし基本機能は何なのか、不整地作業の走行性にどの程度の情報宣で決定し
たのか、各種のアタッチメントの交換方法も農家の技量を考えてか、エンジニヤ向きのトラク
タであった。この努力も時期尚早の気がしてならない機械である。モノホイールトラクタは今
でも市販機はあるが、構造は変り、畦問の中耕除草程度の単能機で、小面積の作業用である。
図2 モノホイールトラクタ
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以上は、メーカーを中心とした開発努力の断片的な経過で、次には農家側が中心となって、
料理のホームメイドのように各農家が工夫し自作した例である O 昭和33年頃か、者r~下厚木地区
で調査したと思う。この地区は、了度、米軍駐留の飛行場が近くにあり、払下げの小型エンジ
ンが入手できたこともあって、個々の農家の工夫の努力もあり、当時のオート三輪車のミッシ
ョンを程込んだものもあった。これらは、 トレーラの牽引動力として農作業の運搬に役立てて
し、fこ。
その他、専門外の商社が、各国の小型トラクタを10機撞ほど輸入し、組立てと、テストを依
頼されたこともあった。小型で動力的に勝ぐれていても、その国の農作業に向くまでは待問が
必要で、前述 2例の機械と同様に心残りする機械である。終りにあたり、小型トラクタの元祖
であった機体重量38kgのテイラーから出発し、その後、段階的に出力と改造で‘300kg近くの重
量クラスまで出現した。一時は、元担クラスは追いやられた状態もあったが、施設園芸が盛ん
となり、また手農具の鍬等の{そりとして'性能も一段とよく良くなり、現在各社共、 60kg前後に
安定し、管理機(図 3)という名称、で、我が国の栽培管理作業用のノj、形トラクタとして、農業
機械分野の一つに位置された。
図3 現在の管理作業用トラクタ
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